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 科学実験といえば実験室が当たり前だが、キッチン

でできる実験もいろいろとある。中には食べものを使

った面白い実験も可能だ。どこの家庭のキッチンにも

ある機器といえば、冷凍冷蔵庫、ガスレンジ、オーブ

ントースター、それに電子レンジだろう。 

 私は以前、電子レンジで面白い実験をしたことがあ

る。子ども向けのイベントで、紙ねんどで作った小さ

なオブジェ（キーホルダー）をその場で短時間で乾燥

させる為に、電子レンジを使ってみたのだ。 

電子レンジは素材の中の「水の分子」だけを励起さ

せ、その温度を上昇させる調理器具である。紙ねんど

にも多量の水分が含まれている。それを電子レンジに

かけると、中の水分の温度が上昇し、紙ねんどの隙間

からどんどん蒸発して、あっという間に乾燥するのだ。

特に葉っぱの形など薄いオブジェは、この方法で数分

でカラカラに乾燥し、すぐに絵の具やカラーペンで着

彩できる。紙ねんどの底面からも水分が出るので、下

に手ぬぐいかペーパータオルを敷いておくと良い。 

 

 その方法を応用したのが「クルトン作り」である。

「クルトン」とは、野菜サラダにのせたり、コーンス

ープに浮かせて使う、カリカリしか食感のトッピング

だ。私はクルトンの食感が好きなので、スーパーでも

よく購入するが、少量の割には意外と高い。私は賞味

期限の迫った食パンを使って、「手作りのクルトン」

を作ってみることにした。 

 

 食パンの「みみ」は落としておく。みみもクルトン

にできるが、全体の品質を重視して、みみは使わない

ことにした。実はみみをうまく調理すると、長細い「ラ

スク」を作ることもできる。 

 

 それを１cm角程度の大きさに、立方体に切り分ける。

やわらかいパンではちょっと切りにくいが、凍らせて

おくと、きれいに切り分けられる。 

 

 それを電子レンジ対応のお皿に並べる。できるだけ

パン同士が重ならないほうが良い。 


